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（株）東芝（株）東芝

 

マイクロエレクトロニクスセンターマイクロエレクトロニクスセンター

 

サイトレポートサイトレポート情報情報

主要製品：ディスクリート、システムＬＳＩ、メモリ半導体の技術開発

ISO14001認証取得：1996年2月、最新更新(統合)年月：2008年8月
ISO14001認証番号：EC98J2014

サイトの紹介サイトの紹介

２００２００８８年度の環境の主な取組み年度の環境の主な取組み

製品、環境技術開発紹介製品、環境技術開発紹介

環境コミュニケーションの紹介環境コミュニケーションの紹介

「ディスクリート」「ロジック」「メモリ」の３分野
を中心とした半導体の設計、製品開発

☆ＩＳＯ１４００１環境マネジメントシステム

・ISO14001 セミコンダクター社グループ 統合認証取得

 

⇒

 

マイクロエレクトロニクスセンターは、横浜事業所内の

アドバンストマイクロエレクトロニクスセンターを適用範囲として

 

６月に受審し、継続認証合格。Step-2完遂

☆地球温暖化防止の推進

 

：

 

施策発掘と実行によるCO2排出量削減

・CO2排出削減量（ﾏｲｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｾﾝﾀｰ）

 

⇒

 

目標：1,994ｔ-CO2 以上／年

 

実績：3,158ｔ-CO2 達成率158%
・CO2排出量（ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾏｲｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｾﾝﾀｰ）

 

⇒

 

目標：29,990ｔ-CO2 以下／年

 

実績：29,917ｔ-CO2 達成率100% 
☆資源の有効利用推進

 

：

 

廃棄物（有価値物含む総排出量）削減

・廃棄物総量（ﾏｲｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｾﾝﾀｰ）

 

⇒

 

目標：485 ｔ

 

以下／年

 

実績：421.3 ｔ／年

 

達成率115%
・廃棄物総量（ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾏｲｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｾﾝﾀｰ）

 

⇒

 

目標：502 ｔ

 

以下／年

 

実績：460.2 ｔ／年

 

達成率109% 
・ゼロエミッション(最終処分率）⇒ﾏｲｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｾﾝﾀｰ

 

：0.5% ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾏｲｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｾﾝﾀｰ：0.2%
☆化学物質排出量の削減：

 

東芝第４次ボランタリープランの指定有害化学物質排出量削減

 

・大気への排出量（ﾏｲｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｾﾝﾀｰ）

 

⇒

 

目標：

 

541 kg 以下／年

 

実績：

 

493.9 ｋｇ／年

 

達成率110%
・大気、水域への排出量（ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾏｲｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｾﾝﾀｰ）

 

⇒

 

目標：

 

2,000 kg 以下／年

 

実績：

 

1,523.8 ｋｇ／年

達成率131%

（株）東芝

 

マイクロエレクトロニクスセンターは、研究開発都市川崎の東部に位置し、多摩川
に近接した周辺を住宅地に囲まれた小向地区と、川崎駅に近接した半導体システム技術セン
ター分室、及び横浜市栄区の大船分室から成る都市部に立地した事業所で、半導体の設計・
開発の拠点として、環境配慮型製品やプロセス技術等の研究開発を行っています。

所在地

 

：神奈川県川崎市小向東芝町１番地
敷地面積：34,803m２、延床面積:90,389m２、緑化率13.5％(規制対象外）
設立

 

：1958年4月、正規従業員:550人(2009年3月末現在）

所在地（（半技Ｃ）分室）：神奈川県川崎市堀川町５８０番１号
延床面積：36,266ｍ２、（テナントオフィスビル入居）
設立

 

：1987年4月、正規従業員：1,431人

 

（2009年3月末現在）

所在地（大船分室）：神奈川県横浜市栄区笠間２丁目５番１号
延床面積：29,936ｍ２、（テナントオフィスビル入居）
設立

 

：1994年10月、正規従業員:980人(2009年3月末現在）

（半技Ｃ）分室 大船分室

☆環境報告書の発行

 

：

 

２００４年度より毎年発行し、「環境報告書２００８」８月発行で累計５版発行
☆地域との交流
・町内会及び行政を対象に環境活動及び事業活動の説明会を10/7に開催（東芝３事業場共催）

・清掃活動：多摩川クリーンキャンペーン、川崎駅周辺クリーンキャンペーン、大船分室周辺クリーンキャンペーン、
川崎市統一美化運動に呼応した事業場周辺一斉清掃等を実施。

・ＭＣ祭りの場を利用し、「ストップ温暖化」をテーマに環境に配慮した省エネ活動アンケートを実施。
・各種行事参画

 

：

 

環境月間、ライトダウンキャンペーン、チームマイナス６％、エコファミリー等

所長

 

大戸 秀起
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環境方針環境方針
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主な廃棄物名：紙、プラスチック、金属、汚泥等

主な化学物質：硫酸、塩酸、酢酸エチル、弗酸等

エネルギー使用量

 

（単位：kL） CO2排出量

 

（単位：トン-CO2）

廃棄物総発生量

 

（単位：トン） 廃棄物最終処分量と最終処分率

 

（単位：kg，％）

水の使用量

 

（単位：千㎥） 排水量

 

（単位：千㎥）

第４次ボランタリープラン削減対象の排出量の推移

 

（トン）第４次ボランタリープラン削減対象の取扱量の推移

 

（トン

 

）
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遵法管理状況遵法管理状況

排水測定結果（主な測定結果）（排水処理施設等、川崎市公共下水道）小向地区

大気測定結果（水管ボイラー（都市ガス使用）

 

１台）小向地区

環境事故・指導指摘・苦情の有無

状況

環境事故発生の有無 なし

事業所周辺や地域での環境問題発生の有無 なし

行政からの指導・指摘の有無 なし

近隣住民からの苦情の有無 なし

騒音・振動測定結果（敷地境界線３箇所）小向地区

測定場所：時間 規制値 自主管理値 実測値 測定頻度

騒音（ｄＢ） 敷地境界：昼 ６５ ６０ ５２／５７／５３ １回／６月

敷地境界：夜 ５５ ５３ ４７／５１／５１ １回／６月

振動（ｄＢ） 敷地境界：昼 ７０ ４５ ３０／＜３０／３０ １回／６月

敷地境界：夜 ６０ ４０ ＜３０／＜３０／＜３０ １回／６月

法規制値 自主管理値 実測値 測定頻度

ＮＯｘ（mg/1000KJ/日） ６３ ５１ ２８ 年６回

ＳＯｘ（mg/1000KJ

 

） １４０ １４．３３ ＜１ 年６回

ＮＯｘ排出総量（ｋｇ/年） ６２２５ ２５００ １０８９ 計算値

ＰＭ排出総量（ｋｇ/年） ９６６ ２４０ １２２ 計算値

法規制値 自主管理値 実測値 測定頻度

水素イオン濃度(pH) ５～９ ６．２～８．５ ６．７～８．０ ２回／月（常時）

ＢＯＤ

 

(mg/㍑) ６００ １００ ２８ ２回／月

CＯＤ

 

(mg/㍑) 対象外 － － －

浮遊物質量（ＳＳ）(mg/㍑) ６００ ４０ １３ １回／３月

窒素 (mg/㍑) ２４０ ５０ ７ ２回／月

フッ素(mg/㍑) １５ １３ ４ ２回／月

法規制値 自主管理値 実測値 測定頻度

水素イオン濃度(pH) 対象外 － － －

ＢＯＤ

 

(mg/㍑) 対象外 － － －

浮遊物質量（ＳＳ）(mg/㍑) 対象外 － － －

その他測定結果

 

小向地区

実測値は最大値を標記

実測値は最大値を標記

実測値は最大値を標記
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